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１．ブラジル・マクロ経済情勢 

（１）経済情勢等（４月発表の経済指標） 

（ア）中銀が週次で発表しているエコノミスト等への調査に基づく経済成長予測に関し，４

月22日時点では，本年の経済成長率は▲3.88％で14週連続の下方修正，明年の経済成

長率は0.30％とされた。また，本年のインフレ率見通しは6.98％で７週連続の下方修正，

明年のインフレ率見通しは5.80％とされた。 

（イ）４月12日，ＩＭＦは「World Economic Outlook April 2016」を公表し，本年の経済

成長率予測は▲3.8％とされ，本年１月時点の▲3.5%から下方修正された。また，2017

年の成長率予測は0.0％とされた。 

（ウ）３月の拡大消費者物価指数（IPCA）は単月で0.43％となり，前月の0.90％から大きく

下落した。食料・飲料費が＋1.24％となった一方，居住費が▲0.64％，通信費が▲1.65％

となったことが寄与した。 

（エ）２月の鉱工業生産指数は，前年同月比▲9.8％で24か月連続のマイナス，前月比では

▲2.5％となった。 

（オ）３月の貿易収支は，輸出額は159.9億ドル（前年同月比▲5.8％，前月比＋19.8％），

輸入額は115.6億ドル（前年同月比▲30.0％，前月比＋12.2％）で，差し引き44.3億ド

ルとなり13か月連続で貿易黒字を記録した。 

（カ）２月の小売売上高は，前年同月比▲4.2％で11か月連続のマイナス，前月比では＋1.2％

となった。 

（キ）全国の失業率（１～３月の移動平均）は10.9％となり，前回の公表値（客年12～２月

の移動平均）の10.2％から大幅に悪化した。また，同時期の失業者は1,108.9万人を記

録し，前年同期の793.4万人，前回の公表値（客年12～２月）の1,037.1万人から大幅

に増加した。 

 

（２）経済政策等 

 ４月15日，伯財務省及び企画予算省は，2017年度LDO（予算編成方針法：予算の基本的

構造や，プライマリーバランス等の財政上の目標を規定）案を議会に提出した。2017年度

のプライマリーバランス黒字目標は，政府全体で GDP 比 0.1％となった。ただし，歳入の

下振れリスク等を考慮し，プライマリーバランス目標を最大650億レアル（GDP比▲0.96％）

引き下げることを可能にするとされた。 

 

（３）中銀の金融政策等 

（ア）３月 31 日，ブラジル中銀は，インフレ報告書（四半期に一度公表）を発表し，2016

年の経済成長率見通しを▲3.5％（前回客年12月の報告書から▲1.6％の下方修正）とし，

2016年のインフレ率見通しを6.6％，2017年のインフレ率見通しを4.9％とした。 

（イ）４月27日，ブラジル中銀の通貨政策委員会（Copom）は，政策金利（Selic）を 14.25％

に据え置く旨を全会一致で決定した。なお，政策金利を据え置く決定は６会合連続とな

った。 
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（４）為替市場 

（ア）４月のドル・レアル為替相場は，ルセーフ大統領の弾劾手続の進行に加えて，資源価

格の上昇や中国の予想比より強い経済指標等を受けて，前月に引き続きドル安・レアル

高が進行した。 

（イ）月の前半は，世界的なリスクオフの動きや政権交代見通しに不透明感が広がったこと

から，一時１ドル＝3.6 レアル台までレアル売りが進行したものの，その後は大統領の

弾劾が下院本会議で可決されるとの観測が高まり，１ドル＝3.4 レアル台まで急速にレ

アル買いが進行した。 

（ウ）月の後半は，下院本会議における弾劾手続の可決直後から，中銀による大規模な為替

介入（ドル買い・レアル売り）が実施され，１ドル＝3.5 レアル台で神経質な展開が続

いた。その後は月末にかけて中銀による為替介入が見送られたこと等を受けて再びレア

ル買いが強まり，月末は１ドル＝3.4358 レアルで取引を終えた（前月比▲4.4％のドル

安・レアル高）。 

 

（５）株式市場 

（ア）４月のブラジルの株式相場（Ibovespa指数）は，為替市場と同様に，大統領の弾劾手

続の進行に加えて，原油・鉄鉱石の市況回復等を受けて，前月に引き続き上昇する展開

となった。 

（イ）月の前半は，政権交代見通しに不透明感が広がったこと等により，一時48,000ポイン

トまで下落したものの，その後は資源価格の上昇とともに，ルセーフ大統領の弾劾に賛

成する議員が増加しているとの調査結果が好感され，13 日には 53,000 ポイント代まで

上昇した。 

（ウ）月の後半は，下院本会議における弾劾手続の可決を受けて利益確定の動きが広がった

ことと，資源価格の一時的な下落により，一時51,000ポイント台まで下落したものの，

その後はメイレレス前中銀総裁が次期財務大臣に就任するとの観測が高まったこと等を

受けて，株価は再び上昇に転じた。月末の株価は53,911ポイントとなり，前月比＋7.7％

の上昇となった。 

 

 

２．ブラジル政治情勢 

【内政】 

（１）テメル副大統領に対する弾劾請求 

（ア）ミナスジェライス州の弁護士であるマーラ氏は，昨年12月，下院事務局にテメル副大

統領の弾劾請求を提出した。同氏は，ルセーフ大統領の弾劾手続きの主な根拠となって

いる，不正会計処理等を同副大統領の嫌疑として挙げている。 

（イ）クーニャ下院議長は，マーラ氏の同弾劾請求の受理に係る審査を行わなかったため，

本年１月，同氏は，連邦最高裁判所（STF）に異議申立てを行ったところ，１日，同異議

申立てが STF に受理された。STF 判事は，同氏による弾劾請求に基づき，下院に対しテ

メル副大統領の弾劾手続きを進めることを求める仮処分を出したが，クーニャ下院議長
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は特段の対応を行っていない。今後，同仮処分に対するSTF大法廷の決定が下される予

定。 

 

（２）弾劾手続きにおける大統領側の反論 

（ア）４日，カルドーゾ連邦総弁護庁（AGU）長官は，期限最終日に大統領側反論書を下院特

別委員会に提出するとともに，同反論書を補足する弁論を行った。同長官は，ルセーフ

第一期政権下の嫌疑は，（第二期政権に入ってから請求が受理されたため）弾劾の根拠に

なり得ないとした上で，クーニャ下院議長が昨年12月に弾劾請求を受理した理由は，自

らの議員資格剥奪を審議する倫理委員会の設置に対し，労働者党（PT）所属議員が賛成

を表明したことに対する個人的な復讐に過ぎず，今般の大統領弾劾に法的正当性はない

と主張した。 

（イ）その上で，カルドーゾ長官は，政府の予算配賦前に，政府系金融機関にボルサファミ

リア（低所得世帯に対する給付金制度）等の社会プログラム向け支出をさせたとする

2014年の「不正会計処理」は，カルドーゾ政権（1995～2002年）等過去の政府や州政府

レベルでも慣習的に行われており，会計検査院も2015年までは特段の指摘は行っていな

かったと述べた。 

 

（３）ルセーフ政権の予算不正運用 

（ア）６日付「フォーリャ・デ・サンパウロ」紙は，ブラジル中銀が集計したデータによれ

ば，ルセーフ大統領弾劾の根拠となっている予算の不正運用（不正会計処理）は，ルセ

ーフ政権になってから飛躍的に拡大したことが明らかとなったと報じた。 

（イ）同記事によれば，ルーラ政権の終盤からルセーフ政権発足以降の期間，政府が，政府

系金融機関を経由して，ボルサファミリアや住宅供給などの施策やFGTS（勤続年数補償

基金）への手当てを行う支出（経由しての支出を意味する「レパッセ（repasse）」と呼

ばれる）が，飛躍的に増大していることが判明した。 

（ウ）更に同記事は，カルドーゾ政権（1996～2002 年）末期，レパッセは９億 4800 万レア

ル（現在のレートで約300億円）であったが，2015年末には約600億レアル（同約１兆

８千億円）規模に達したとしている（ルセーフ大統領は，本会計操作について，こうし

た支出の増大は，ブラジル経済の拡大に伴う予算規模の増大によるものと反論）。 

 

（４）下院特別委員会における弾劾意見書の提出 

（ア）６日，アランテス下院特別委員会報告者は，期限より前に，ルセーフ大統領の弾劾に

係る意見書の読み上げ，提出を行った。 

（イ）約130ページに及ぶ「アランテス意見書」は，2014年（ルセーフ第一期政権最終年）

の「不正会計処理」と，2015年に，財政収支目標の達成は不可能であることを明確に認

識しながらも，議会の事前承認なしに追加予算を承認した件に基づき，ルセーフ大統領

の弾劾に賛成すると結論付けた。 

（ウ）他方，同意見書は，一連のペトロブラス汚職事件に係るルセーフ大統領の監督責任に

ついては，罷免に値する罪ではないと結論付けた。 
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（５）リオ・オリパラ聖火採火式へのルセーフ大統領の欠席 

（ア）８日，ブラジル主要メディアは，ルセーフ大統領は，21日にギリシャで行われるリオ・

オリパラ大会向けの聖火採火式を欠席すると一斉に報道した。 

（イ）６日のギリシャ・オリンピック委員会の記者会見では，ルセーフ大統領の出席は確認

されていたが，ブラジル大統領府社会広報庁は，メディアの取材に対し，今回のギリシ

ャ訪問はキャンセルではなく，「一度も確定した経緯はない」と応答した。 

（ウ）ルセーフ大統領は，３月末にも，核セキュリティ・サミット出席のために予定してい

たワシントン訪問をキャンセルしている。その際，大統領府筋からは，政治危機を理由

とするとの説明があった。同サミットは，テメル副大統領が党首を務める伯民主運動党

（PMDB）の連立離脱表明の２日後（３月31日）に開催された。 

 

（６）大統領弾劾・下院特別委員会の表決 

（ア）11日，大統領弾劾に関する下院特別委員会は，アランテス報告者が提出した意見書に

関する表決を実施した。同表決は，賛成が38票，反対が27票となり，同報告書の意見

書は採択された。 

（イ）同結果に対し，ルセーフ大統領は，背任罪という根拠の無い弾劾は不当であり，成立

し得るものではない，自らの政権及びルーラ政権が13年間に亘って国民と社会運動の協

力により成し遂げたことが，クーデターにより破壊されようとしているとコメントした。 

 

（７）大統領弾劾に係る下院本会議での表決 

（ア）17日の下院本会議における表決は，23時過ぎにすべての投票が終了し，下院議員総数

の３分の２を超える賛成票が投じられ，上院での弾劾手続きの継続が承認された。下院

事務局が発表した最終得票数は次のとおり。賛成：367名（下院議員総数の約71.5％に

相当），反対：137名，棄権：７名，欠席：２名。 

（イ）18 日 17 時 40 分から約 20 分間，ルセーフ大統領は，下院本会議での弾劾可決後初め

てとなる会見を行った。ルセーフ大統領は，従来の好戦的な姿勢と強い口調で矢継ぎ早

に言葉を発していくスタイルから一変し，終始極めて淡々とした口調で会見し，頻繁に

区切りをはさみながら，原稿を丁寧に読み上げた。内容は，従来のものから大きな変化

はなく，「根拠なき弾劾は不法であり，クーデター同然である」と主張した。 

 

（８）ルセーフ大統領の国連本部での演説 

（ア）22日，ルセーフ大統領は，ニューヨークの国連本部で開催されたパリ協定署名式にお

いて，ブラジルの環境政策に関する演説を行った際，締めくくりとして，事前に予想さ

れた「クーデター」等の言葉は使わずに，政治状況について以下（イ）のように述べた。 

（イ）「現在，ブラジルが直面している深刻な状況に触れることなしに，自分の演説を終える

ことは出来ない。困難にもかかわらず，ブラジルは，独裁主義に打ち勝ち，強固な民主

主義を作り上げる術を心得た社会を持つ偉大な国であることをお伝えしたい。ブラジル

国民は，勤勉で，真に自由を尊ぶ人々であり，あらゆる後退を克服出来ることを確信し
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ている。自分に対し，連帯を表明してくれたすべての指導者に謝意を表する。」 

 

（９）大統領弾劾に係る上院特別委員会 

（ア）25 日，上院は，ルセーフ大統領の弾劾に関する意見書の審議，表決を行う 21 名の上

院特別委員会委員を決定した。この21名の内，明確に大統領弾劾への反対を表明してい

る議員は，５名のみとされる。 

（イ）翌26日，同委員会は第一回会合を開催し，ライムンド・リラ上院議員（PMDB）を委員

長に，アナスタジア上院議員（伯社会民主党（PSDB），前ミナスジェライス州知事）を意

見書作成の責任者である報告者に決定した。 

（ウ）リラ委員長は，上院弾劾法廷の設置，ルセーフ大統領の最大180日間の停職，テメル

副大統領の臨時大統領就任を決定する表決は，５月11日になるとの見通しを示した。 

 

 

【外交】 

（１）ブラジル・イラン政務協議の開催 

（ア）11日，グラッサ・リマ外務省副次官はテヘランを訪問し，ラバンシ・イラン外務副大

臣との間でブラジル・イラン政務協議を行った。同協議は2011年にブラジリアで開催さ

れて以来の会合であり，国際場裡での二国間協力，本年予定されている両国間の要人往

来等について協議が行われた。 

（イ）ブラジルからは昨年９月にヴィエイラ外務大臣，同10月にはモンテイロ開発商工大臣

が訪問し，本年前半には，イランからザリーフ外務大臣のほか，国防大臣，経済財政大

臣等の訪問が予定されているなど，要人往来が活発化している。 

 

（２）ヴィエイラ外務大臣のアンゴラ訪問 

（ア）13～14日，ヴィエイラ外務大臣はアンゴラの首都ルアンダを公式訪問し，シコッティ・

アンゴラ外務大臣との間で二国間ハイレベル委員会を開催し，更なる協力関係に向けた

協議を行った。 

（イ）ヴィエイラ大臣の同国訪問は就任以来２度目で，シコティ大臣も，昨年11月に外交関

係設立 40 周年慶祝のためブラジルを訪問している。両国は，2010 年に立ち上げられた

戦略的パートナーシップに基づき，良好な二国間関係を継続している。 

 

（３）ルセーフ大統領のＮＹ訪問 

（ア）22日，ルセーフ大統領はニューヨークの国連本部で開催された気候変動に係るパリ協

定署名式に出席した。 

（イ）同大統領は演説において，本協定の合意に対し賛辞を述べると共に，ブラジルにおけ

る協定の早期発効を保証する一方，先進国の野心レベルの漸進的増加と，毎年1,000億

ドルを超える資金調達の拡大が不可欠である点を主張した。 
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３．トピックス 

梅田大使のノロエステ地方出張 

20～22日、梅田大使はサンパウロ州ノロエステ地方に出張した。20日・21日にはリンス市

長、副市長や白石ノロエステ連合日伯文化協会名誉会長、安永同会長の出席の下、リンス市

における市制96周年及び同市日本人移民100周年記念パレード及び式典に出席した。22日には、

プロミソン市（上塚移住地）を訪問し、フォス・プロミソン市長の同行の下、「移民の父」

と呼ばれる故上塚周平氏の墓所での焼香・献花を実施した他、上塚公園及びクリスト・レイ

教会を視察した。また、同日夜には、アラサトゥーバ日伯文化協会主催で歓迎式典が行われ、

同協会の会館及び博物館を視察した他、婦人会提供による夕食会が行われた。 

 

 

４．大使館からのお知らせ 

（１）文化イベント 

日本文化祭（ブラジリア） 

日時：５月１日（日）10時～16時 

場所：ブラジリア日本語モデル校 SGAN 611 Módulo A Bl. C Brasíia-DF CEP:70830-501 

内容：文部科学省留学説明会，墨絵，俳句，似顔絵，踊り，生け花ワークショップ，日本食

料品（寿司，まんじゅう，焼きそば，牛丼，カレーライス，天ぷら，エビフライ，餃

子，お好み焼き，かき氷）。 

 
ブラジル日本大使館による「留学説明会」（ブラジリア） 

日時：５月４日（水）10時〜12時 

場所：技術学部の講堂・ブラジリア大学 

内容：日本政府は，教育省（文部科学省）を通じて，毎年，日本の大学におけるブラジル人

のための奨学金の6種類を提供しています。 

 

巡回展「武道の精神展」（サンパウロ） 

日時：５月26日（木）～６月21日（木）  

場所：Cinemateca Brasileira  

Largo Senador Raul Cardoso 207, Vila Clementino, São Paulo - SP 

内容：日本の武芸・武術の歴史の中で用いられてきた武具類（弓具，刀剣，甲冑等）につい

て，展示します。 

 

（２）ブラジル渡航情報 

（ア）外務省 海外安全ホームページ 

  各国の危険情報や安全対策など，海外赴任，出張及び旅行をする際の留意点が掲載され

ている。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/ 
 

（イ）ブラジル渡航情報 

①危険情報 

２月３日付で内容を改訂したので御確認いただきたい。以下の地域が「レベル１：十
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分注意してください。」となっているので，詳細をホームページで確認いただきたい。 

・ブラジリア連邦区（継続） 

・サンパウロ州大サンパウロ圏及びカンピーナス市（継続） 

・リオデジャネイロ州大リオ圏（継続） 

・アマゾナス州大マナウス圏（継続） 

・パラー州大ベレン圏（継続） 

・ペルナンブコ州大レシフェ圏（継続） 

・バイア州大サルバドール圏（継続） 

・エスピリトサント州大ビトリア圏（継続） 

・パラナ州大クリチバ圏（継続） 

・リオ・グランデ・ド・スル州ポルトアレグレ市（継続） 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo.asp?id=259 
②安全対策基礎データ 

主要各州，都市毎の犯罪発生状況，防犯対策及び滞在時の留意事項等に加え，査証，

出入国審査や大使館，総領事館の緊急連絡先が掲載されている。 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure.asp?id=259 
③テロ・誘拐情勢 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror.asp?id=259 
 


